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物  質  名 1-クロロ-1,1-ジフルオロエタン ＤＢ－12 

別  名 

1,1-ジフルオロ-1-クロロエタン  
クロロジフルオロエタン  
フロン-142B、フロン-R142B 
HCFC-142ｂ 

構 造 式 
 

CAS番号 75-68-3 
PRTR番号 第 1種 84 
化審法番号 2-100 
分子式 C2H3ClF2 分子量 100.50 
沸点 －9.7℃ 1) 融点 －130.8℃  1) 
蒸気圧 2.54×103 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.11 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.05（推定値）3) 水溶性 1.40×103 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 1758,000 mg/m3（2hr）5)  
 ラット 吸入 LC50 2050,000 mg/m3（4hr）5)  
 ラット 吸入 LCL0 212,000 mg/m3（30 min）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、82,200 mg/m3を 2 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、82,200 mg/m3

群でばく露時に流涎がみられたが、体重、血液、尿、組織などにばく露に関連した影響はな

かった 6) 。 
・ラット、雄イヌに 0、4,110、41,100 mg/m3を 90日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、
臨床所見、体重、血液、尿、組織などにばく露に関連した影響はなかった 7) 。 

・ラットに 0、4,110、41,100、82,200 mg/m3を 2年間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、臨
床所見、体重、血液、尿、組織などにばく露に関連した影響はなかった 8) 。この結果から、

NOAELは 82,200 mg/m3（ばく露状況で補正：14,680 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、4,110、41,100 mg/m3を妊娠 4日目から 13日目もしくは妊娠 6日目から 15日目
まで吸入させた結果、4,110 mg/m3以上の群（どちらの期間でばく露させたかは不明）で着床

前の胚の喪失が増加したが、濃度に依存したものではなかった 9) 。なお、母ラットへの影響

は報告されていない。 
・ラットに 0、13,400、38,700 mg/m3を妊娠 6日目から 15日目まで吸入させた結果、ばく露に
関連した母ラット、胚への影響、胎仔の性比、成長、内臓への影響はみられなかった。胎仔

の頭骨や舌骨の一部で骨化の減少がみられたが、発生率に濃度依存的な増加はみられなかっ

た 10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質の液体が皮膚に付いたり、眼に入ると凍傷を生じる。また、本物質を吸入すると嗜眠、

窒息を生じる。心血管系に影響を与えることがある 11) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 
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許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られたNOAEL 82,200 mg/m3（最高

濃度でも影響がみられない）を採用し、ばく露状況で補正した 14,680 mg/m3を暫定無毒性量等

に設定する。 
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